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 ４.議 事 

   平成３０年度新規事業候補箇所の新規事業採択時評価 

     ・一般国道１９号 瑞浪恵那道路（恵那工区） 
 
 

議事概要 
 

○当該道路は、交通の円滑化や多発する正面衝突事故などの課題解

決に大きく貢献する道路である。 

○道路の機能分化により、現道１９号が安心して通行できるように

なるなど、Ｂ／Ｃでは表せない効果も大きい。 

○国道１９号は東濃地域の動脈であり、他に迂回もなく、残り 

４．３ｋｍの整備は必要。 

○リニア開業による時間短縮は大きく、馬籠宿・妻籠宿はシニア層

の交流人口拡大など、観光による波及効果は大きい。 

○リニア中央新幹線の開業の効果を広く波及させるためにも、早期

整備が必要である。 

 

以上 


